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『
鳳
城
聯
句
集
』
訓
注
稿
（
九
）

楊

昆

鵬

本
稿
は
版
本
『
鳳
城
聯
句
集
』
所
収
聯
句
作
品
に
つ
い
て
、
試
み
に
書

き
下
し
を
施
し
注
釈
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
（
本
誌
第
四
三
号
、

令
和
二
年
四
月
）
の
続
き
と
し
て
、
全
三
十
作
の
う
ち
、
最
後
の
二
点
と

な
る
第
二
十
九
と
第
三
十
を
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

【
凡
例
】

・
五
言
の
句
冒
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。

・
漢
字
の
字
体
は
原
則
と
し
て
現
在
通
行
の
も
の
に
統
一
し
た
。

・
訓
点
は
底
本
の
ま
ま
に
し
、書
き
下
し
は
原
則
と
し
て
訓
点
に
従
う
が
、

一
部
句
意
に
基
づ
き
変
更
し
た
も
の
も
あ
る
。
な
お
、
書
き
下
し
に
適

宜
濁
点
を
施
し
た
。

・
明
ら
か
な
誤
字
も
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
、語
注
に
お
い
て
説
明
を
加
え
る
。

・
注
は
最
小
に
止
め
、
故
事
出
典
を
示
し
、
一
部
熟
語
の
用
例
を
示
す
。

塩
第
十
四

慶
長
十
八
年
六
月
二
十
一
日

宜
シレ

聴
ニ

水-

声
ノ

竹

聴
く
に
宜
し

水
声
の
竹

1

滴
テレ

涼
ヲ

好
シ

洗
ニレ

炎
ヲ

涼
を
滴
り
て
好
し

炎
を
洗
ふ
に

渓

（
１
）

2
難

シレ

除
キ

嶺-

頂
ノ

樹

除
き
難
し

嶺
頂
の
樹

（
２
）

3
期

メレ

月
ヲ

幾

窺
フレ

檐
ヲ

月
を
期
し
て
幾
た
び
か
檐
を
窺
ふ

岳

ヒ
カ

4
仙-

眷

友
レ

逋

鶴

仙
眷

逋
を
友
と
す
る
鶴

賡

ト
ス
ル

ー

ヲ

5
信-

音

使
レ

陸

獫

信
音

陸
に
使
ひ
す
る
獫

寿
洪

ヒ
ス
ル

ー

ニ
イ
ヌ

（
３
）

い
ぬ

6
睡-

郷
ハ

雖
モ二

喜-

見
ト一

睡
郷
は
喜
見
と
雖
も

澗

（
４
）

7
治-

世

必

清-

廉

治
世

必
ず
清
廉

竹

8
踏

ムレ

実
ヲ

聖-

賢
ノ

履

実
を
踏
む

聖
賢
の
履

節

9
寓

スレ

形
ヲ

妍-

醜
ノ

匳

形
を
寓
す

姸
醜
の
匳

御

（
５
）

10（

）
涼
し
げ
な
音
が
す
る
こ
と
。
類
例
と
し
て
貫
休
「
金
縄
残
果
落
、

1
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竹
閣
涼
雨
滴
」
（
遇
叶
進
士
）
な
ど
。

（

）
山
の
頂
上
。
方
干
「
湖
辺
風
力
帰
帆
上
、
嶺
頂
雲
根
在
雪
中
」（
登

2
竜
瑞
観
北
巌
）
な
ど
。
そ
こ
に
道
観
や
仏
寺
が
多
く
建
て
ら
れ
、
漢

詩
で
は
同
じ
意
味
で
峰
頂
と
い
う
語
で
詠
む
こ
と
が
多
い
。
李
白
「
欲

尋
廬
峰
頂
、
先
繞
漢
水
行
」
（
留
別
金
陵
諸
公
）
な
ど
。

句
と
併

4

せ
る
と
、
頂
上
の
木
々
が
茂
る
あ
ま
り
、
月
を
眺
め
る
妨
げ
に
な
る

こ
と
を
い
う
。

（

）
陸
機
。
飼
い
犬
が
手
紙
を
携
え
て
故
郷
ま
で
一
往
復
し
た
故
事
（
述

3
異
記
）
。
前
句

の
林
逋
が
鶴
を
飼
い
馴
ら
す
こ
と
と
対
偶
。

5

（

）
好
む
こ
と
。『
三
体
詩
』
に
周
賀
「
鳥
鳴
春
日
晩
、
喜
見
竹
門
開
」

4
（
春
喜
友
人
至
山
舎
）
と
あ
る
。

（

）
形
を
託
す
こ
と
。
陶
淵
明
「
已
矣
乎
、
寓
形
宇
内
復
幾
時
、
曷
不

5
委
心
任
去
留
」（
帰
去
来
兮
辞
）
。「
姸
醜
」
は
美
醜
、「
匳
」
は
鏡
匣
。

章
孝
標
「
人
人
入
蜀
謁
文
翁
、
姸
醜
終
須
露
鏡
中
」
（
上
西
川
王
尚

書
）
他
。

馮-

顚
ハ

天-

下-

白

馮
顚
は
天
下
白

良

（
６
）

11
罕

カ

誉

邑-

中
ノ

黔

罕
が
誉
れ
は
邑
中
の
黔

雲

レ
ハ

（
７
）

12
書-

圃

傭-

耕
ノ

外

書
圃

傭
耕
の
外

緒

（
８
）

13
禅-

風

衆-

望

僉

禅
風

衆
望
僉

召

ミ
ナ

14
報

メレ

霜
ヲ

鐘

進
ムレ

歩

霜
を
報
じ
て
鐘
は
歩
を
進
む

岳

ー

ヲ

15

垂-

露

筆

揮
フレ

髥

垂
露

筆
は
髥
を
揮
ふ

渓

ー

ヲ

（
９
）

あ
や
ま

16
雁-

字

陶-

陰

錯
ル

雁
字

陶
陰
錯
る

洪

（
１
０
）

17
亀-

焦

蒙-

霽

占
フ

亀
焦

蒙
霽
占
ふ

賡

（
１
１
）

18
封

スレ

侯
ニ

伝
ルレ

卬
ヲ

墨

侯
に
封
ず

卬
を
伝
ふ
る
墨

竹

（
１
２
）

19
改

ムレ

観

綴
ルレ

珠
ヲ

簾

観
を
改
む

珠
を
綴
る
簾

澗

ノ
ヲ

（
１
３
）

20（

）
蘇
軾
「
馮
顚
久
已
攲
残
雪
、
戎
眼
何
曽
眩
落
暉
」
（
次
韻
張
昌
言

6
給
事
省
宿
）
に
見
え
、
馮
唐
を
指
す
。
「
天
下
白
」
は
万
里
集
九
に

よ
る
蘇
軾
詩
の
注
釈
の
書
名
。

（

）
子
罕
。
色
が
黒
い
こ
と
か
ら
黔
と
い
う
。
『
春
秋
左
氏
伝
・
襄
公

7
十
七
年
』
「
築
者
謳
曰
、
沢
門
之
晳
、
実
興
我
役
、
邑
中
之
黔
、
実

慰
我
心
」
と
あ
る
。
蘇
軾
「
邑
中
之
黔
相
指
似
、
白
髯
紅
帯
老
不
臞
」

（
慶
源
宣
義
王
丈
、
以
累
挙
得
官
、
為
洪
雅
主
簿
、
雅
州
戸
掾
。
遇

吏
民
如
家
人
、
人
安
楽
之
。
既
謝
事
、
居
眉
之
青
神
瑞
草
橋
、
放
懐

自
得
。
有
書
来
求
紅
帯
、
既
以
遺
之
、
且
作
）。

（

）
書
林
、
書
物
の
多
い
と
こ
ろ
。
司
馬
相
如
「
修
容
乎
礼
園
、
翺
翔

8
乎
書
圃
」
（
文
選
「
上
林
賦
」
）
。「
傭
耕
」
は
雇
わ
れ
て
農
業
を
行
う

者
。
『
史
記
・
陳
渉
世
家
』
「
陳
渉
少
時
、
嘗
與
人
傭
耕
」
。

（

）
露
を
垂
ら
す
こ
と
、
仏
法
の
普
く
施
さ
れ
る
こ
と
な
ど
。
こ
こ
で

9
は
書
の
一
体
。
『
初
学
記
』
巻
二
十
一
の
「
文
字
第
三
」
に
事
対
と

し
て
、
「
垂
露

偃
波
」
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
説
明
と
し
て
、
「
垂

露
書
如
懸
針
而
勢
不
遒
勁
、
阿
那
若
濃
露
之
垂
、
故
謂
之
垂
露
」
と
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あ
る
。

（

）
「
陶
」
と
「
陰
」
と
が
誤
写
さ
れ
や
す
い
こ
と
を
い
う
。
魯
魚
の

10
類
い
。

（

）
亀
の
甲
を
用
い
て
占
う
際
に
焦
げ
る
こ
と
。
『
春
秋
左
氏
伝
・
定

11
公
九
年
』
「
卜
過
之
、
亀
焦
。
衛
侯
曰
、
可
也
」
。
「
蒙
」
は
暗
い
さ

ま
、
ま
た
『
易
経
』
六
十
四
卦
の
一
つ
で
も
あ
る
。

（

）
「
卬
」
は
仰
ぐ
、
高
ぶ
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
前
後
と
意
味
を
成
さ

12
な
い
た
め
、「
印
」
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
。
侯
爵
の
印
を
伝
え
る
。「
墨
」

は
即
墨
、
斉
の
国
名
。
斉
王
が
即
墨
大
夫
の
功
績
を
称
え
、
万
家
を

封
じ
た
（
史
記
・
田
敬
仲
完
世
家
）。

（

）
底
本
「
観
」
の
振
り
仮
名
に
「
ノ
」
と
記
し
て
あ
る
。
「
改
観
」

13
と
い
う
熟
語
が
あ
る
た
め
、
「
観
」
は
様
子
、
風
景
の
意
味
で
「
か

ん
」
を
読
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
ノ
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
「
ク
ニ
ノ

ナ
」
の
意
味
も
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。
前
句

の
典
拠
と
な
る
『
史

19

記
・
田
敬
仲
完
世
家
』
に
お
い
て
、
即
墨
の
大
夫
が
褒
賞
さ
れ
た
の

に
対
し
て
、
阿
の
大
夫
が
政
務
を
怠
っ
た
こ
と
で
刑
に
処
さ
れ
た
と

い
う
件
が
あ
る
。
そ
し
て
「
遂
起
兵
、
西
撃
趙
衛
、
敗
魏
於
濁
沢
、

而
囲
恵
王
。
恵
王
請
献
観
以
和
解
、
趙
人
帰
我
長
城
」
と
続
く
。『
鳳

、

城
聯
句
集
』
で
は
振
り
仮
名
は
必
ず
し
も
詠
み
方
を
示
す
だ
け
で
な

く
、
前
後
の
連
想
の
ヒ
ン
ト
を
提
示
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。

菊
―

綻
テ

金-

星

百

菊
綻
び
て
金
星
は
百

御

21
葵
―

繁
メ

紅-

塔

尖

葵
繁
し
て
紅
塔
は
尖
な
り

節

ナ
リ

（
１
４
）

22
数

ヘ―

来
ル

推
スレ

輦
ヲ

蝶

数
へ
来
る

輦
を
推
す
蝶

雲

23

独
―

拙
シ

上
ルレ

竿
ニ

鮎

独
り
拙
し

竿
に
上
る
鮎

良

（
１
５
）

24
鐘

ムレ

美
ヲ

媒
レ

詩
ニ

景

美
を
鐘
む

詩
に
媒
す
る
景

召

ス
ル

25
旌
レ

名
ヲ

老
レ

学
ニ

閻

名
を
旌
は
す

学
に
老
い
た
る
閻

岳

ハ
ス

タ
ル

ー

あ
ら

（
１
６
）

26
文-

軍

儒

拠
ルレ

固

文
軍

儒
は
固
め
に
拠
る

渓

メ
ニ

27
佳-

客

孰
カ

知
ルレ

饜

佳
客

孰
れ
か
饜
く
こ
と
を
知
る

御

ヿ
ヲ

28
便
レ

静
ニ

僧-

窓
ノ

谷

静
か
に
便
り
す

僧
窓
の
谷

賡

リ
ス

29
惹

クレ

虚
ヲ

帝-

座
ノ

厳

虚
を
惹
く

帝
座
の
厳

洪

（
１
７
）

30（

）
「
葵
」
は
蜀
葵
、
濃
淡
さ
ま
ざ
ま
な
赤
や
黄
の
花
を
咲
か
せ
る
。

14
宋
の
王
之
道
「
葵
花
紅
障
錦
、
萱
草
青
垂
帯
」
（
千
秋
歳
、
其
四
）
、

蘇
轍
「
緑
竹
瑯
玕
色
、
紅
葵
旌
節
花
」
（
開
窓
）。

（

）
蘇
軾
「
帰
来
羞
渋
見
妻
子
、
自
比
鮎
魚
縁
竹
竿
」
（
梅
聖
兪
詩
集

15
中
有
毛
長
官
者
今
於
潜
令
国
華
也
聖
兪
没
十
五
年
而
君
猶
為
令
捕
蝗

至
其
邑
作
詩
戯
之
）
な
ど
、
出
世
で
き
よ
う
が
な
い
こ
と
を
い
う
。

（

）
「
閻
」
は
人
名
か
、
後
考
を
待
つ
。

16
（

）
厳
光
。
「
虚
」
は
虚
名
、
「
少
有
高
名
、
與
光
武
同
遊
学
」
（
後
漢

17
書
・
逸
民
列
伝
）
す
る
も
、
光
武
帝
が
即
位
す
る
と
隠
遁
し
て
し
ま

う
。
「
帝
」
は
光
武
帝
。

戯-

蜂
ハ

狂
ノ

故-
態

戯
蜂
は
狂
の
故
態

澗

（
１
８
）

31
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霊-

鷲
ハ

彼
ノ

言-

譫

霊
鷲
は
彼
の
言
譫

渓

32
山

ハ

破-

顔
ス

残-

雪
ニ一

山
は
残
雪
に
破
顔
す

良

二

33
閨

ハ

回-
腸

ス

小-

籤
ニ一

閨
は
小
籤
に
回
腸
す

竹

二

34
枕

ハ

従
二

梧
―

尽
テ一

泰

枕
は
梧
の
尽
き
て
よ
り
泰

節

ー

（
１
９
）

35
舟

ハ

為
二

藕

開
一

濂

舟
は
藕
の
開
き
た
る
が
為
に
濂

雲

メ
ニ

タ
ル
カ

ー

（
２
０
）

36
親
レ

親

双-

双
ノ

鶺

親
を
親
と
す

双
双
の
鶺

召

ト
ス

ー

ヲ

（
２
１
）

37
元
レ

元

九-

九
ノ

揉

元
を
元
と
す

九
九
の
揉

御

ト
ス

ー

ヲ

（
２
２
）

38
無

ハレ

方

愚-

陋
ノ

累
ヒ

方
無
き
は
愚
陋
の
累
ひ

洪

ミ
チ

み
ち

わ
づ
ら

39
雖

モレ

野

渥-

恩

霑
フ

野
な
り
と
雖
も
渥
恩
霑
ふ

賡

ー
ナ
リ
ト

40（

）
「
狂
」
は
こ
こ
で
は
蜂
の
姿
を
い
う
が
、
前
句

の
厳
光
の
言
動

18

30

か
ら
連
想
さ
れ
た
語
。
皮
日
休
「
狂
奴
臥
此
多
、
所
以
踏
帝
腹
」（
添

魚
具
詩
、
其
二
、
釣
磯
）。

（

）「
泰
」
は
泰
山
ま
た
は
泰
崋
か
。
桐
の
葉
が
す
べ
て
落
ち
た
の
で
、

19
そ
の
音
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
よ
う
や
く
枕
を
泰
山
の
よ
う
に

高
く
し
て
寝
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
意
。
桐
の
葉
の
音
で
眠
れ
な

い
詩
は
、
例
え
ば
宋
の
曽
豊
「
蟋
蟀
挑
孤
詠
、
梧
桐
攪
独
眠
」
（
秋

途
暮
息
）
な
ど
。

（

）
「
濂
」
は
濂
渓
、
前
句
と
の
対
偶
で
地
名
（
水
名
）
、
ま
た
周
敦
頤

20
の
号
で
あ
る
。
周
敦
頤
の
「
愛
蓮
説
」
（
古
文
真
宝
）
は
よ
く
知
ら

れ
る
。

（

）
鶺
鴒
、
脊
令
、
兄
弟
の
喩
え
。
『
論
語
・
小
雅
』
「
脊
令
在
原
、
兄

21
弟
急
難
」
。
「
親
」
は
兄
弟
を
含
む
肉
親
、
「
親
」
で
は
な
い
。

お
や

（

）
亀
の
甲
の
へ
り
。「
元
元
」
は
名
詞
と
し
て
は
庶
民
の
意
、「
九
九
」

22
は
重
陽
の
節
句
な
ど
幾
通
り
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
の
含
意
は
不

明
。

秋

易
レ

萌
シ

愁-

草

秋
萌
し
易
き
は
愁
草

岳

キ
ハ

き
ざ

41
居

求
レ

安

覆-

苫

居
安
ん
ず
る
こ
と
を
求
む
る
は
覆
苫

雲

ル
ハ

ン
ヿ
ヲ

42
施

メレ

工
ヲ

彫
ル二

久-

朽
ヲ一

工
を
施
し
て
久
朽
を
彫
る

澗

43
喚
レ

背

任
ス二

横-

拈
ニ一

背
と
喚
ん
で
横
拈
に
任
す

竹

ン
テ

ー

ト

（
２
３
）

44
瘴
レ

面
ヲ

衡

梅
ノ

杲

面
を
瘴
に
す

衡
梅
の
杲

節

ニ
ス

ー

ー

ー

（
２
４
）

45
隠

スレ

身
ヲ

柴

栗
ノ

潜

身
を
隠
す

柴
栗
の
潜

洪

ー

ー

ー

（
２
５
）

46
鶯

ハ

孤-

琴
ノ

道-

士

鶯
は
孤
琴
の
道
士

竹

47
鵞

ハ

隻-
籠

ノ

温-

燖

鵞
は
隻
籠
の
温
燖

澗

（
２
６
）

48
蘭

ハ

婢-

視
ス

凡-
種

ヲ一

蘭
は
凡
種
を
婢
視
す

雲

二

49
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蒿
ハ

提-

起
ス

祖-

鉗
ヲ一

蒿
は
祖
鉗
を
提
起
す

良

二

（
２
７
）

50（

）
横
に
す
る
こ
と
。
偈
頌
や
禅
僧
の
詩
に
多
用
さ
れ
る
。『
碧
巌
録
』

23
「
蓋
為
他
平
生
無
許
多
計
較
、
所
以
横
拈
倒
用
、
逆
行
順
行
、
得
大

自
在
」
（
巻
一
、
第
二
則
「
趙
州
至
道
無
難
」
）
。

（

）
大
慧
宗
杲
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
著
者
。
宋
紹
興
十
一
年
に
衣
牒
を

24
毀
さ
れ
衡
州
に
逃
れ
、
三
十
六
年
に
梅
陽
に
移
っ
た
（
大
明
高
僧
伝

・
巻
五
）
。
句
中
「
衡
」
と
「
梅
」
は
こ
の
二
つ
の
地
名
を
い
う
。

（

）
陶
潜
。
白
居
易
詩
「
訪
陶
公
旧
宅
」
の
序
に
「
余
夙
慕
陶
淵
明
為

25
人
（
中
略
）
今
遊
廬
山
、
経
柴
桑
、
過
栗
里
、
思
其
人
」
と
あ
り
、

句
中
「
柴
」
と
「
栗
」
は
そ
の
隠
居
し
た
場
所
を
指
す
。

（

）
「
燖
」
は
食
べ
物
を
火
で
加
熱
し
て
熟
さ
せ
る
こ
と
。
「
燖
温
」
の

26
熟
語
用
例
が
あ
り
、
経
書
を
温
習
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
こ
は
押
韻

す
る
た
め
に
順
番
を
調
整
し
た
。
鵞
鳥
に
用
い
ら
れ
る
意
味
は
不
明
。

（

）
「
鉗
」
は
鉗
鎚
、
厳
し
い
教
誨
の
喩
え
。
禅
僧
の
詩
に
多
い
。

27乾-

陪

猿

入-

室

乾
陪

猿
入
室

渓

（
２
８
）

51
暮-

詠

兎

登
ルレ

檐

暮
詠

兎
は
檐
に
登
る

洪

ー

ニ

52
類
二

長
レ

譬
ニ

鄒
一

軾

譬
に
長
ず
る
鄒
に
類
す
る
は
軾

良

ー
ス
ル
ハ

ス
ル

ー

ニ

（
２
９
）

53
夢
レ

探
ルレ

懐

郭
レ

淹

懐
を
探
る
郭
を
夢
み
る
は
淹

御

ミ
ル
ハ

ー

ヲ

ー

ヲ

ー

（
３
０
）

54
断

ハレ

魂
ヲ

唯

別-

賦

魂
を
断
つ
は
唯
別
賦

澗

た
だ
（
３
１
）

55

誦
レ

口
ニ

是

陵-

函

口
に
誦
ず
る
は
是
れ
陵
函

節

ス
ル
ハ

（
３
２
）

56
柳

ハ

向
テ二

風-

師
ニ一

拝

柳
は
風
師
に
向
か
ひ
て
拝
す

雲

ー

ス

（
３
３
）

57
茘

ハ

燃
二

阿-

母
ニ一

甜
シ

茘
は
阿
母
に
燃
へ
て
甜
し

召

ヘ
テ

メ

あ

め

58
鵑
―

啼
テ

欄
ニ

有

蜀

鵑
啼
き
て
欄
に
蜀
有
り

節

ー

59
狐
―

去
テ

壁
ニ

無
レ

灊

狐
去
り
て
壁
に
灊
無
し

竹

ー

（
３
４
）

60（

）
『
石
門
文
字
禅
』
「
自
笑
乾
陪
奉
漢
、
人
誇
熱
肺
腸
僧
」
と
あ
り
、

28
「
乾
陪
奉
」
の
略
か
。

（

）
斉
人
の
鄒
陽
、
漢
梁
王
の
客
。
こ
こ
は
前
句
に
あ
る
「
兎
」
を
承

29
け
て
、
梁
王
が
兎
園
で
賓
客
と
雪
を
眺
め
遊
覧
し
た
故
事
を
踏
ま
え

る
。
『
文
選
』
に
所
収
す
る
謝
惠
連
の
「
雪
賦
」
に
「
梁
王
不
悦
、

遊
於
兎
園
。
迺
置
旨
酒
、
命
賓
友
。
召
鄒
生
、
延
枚
叟
」
と
、
鄒
陽

が
登
場
す
る
。
ま
た
司
馬
相
如
の
賦
に
感
動
し
た
鄒
陽
は
、
相
如
に

続
き
賦
を
詠
ん
だ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
鄒
陽
を
詩
賦
に
長
け

る
人
物
と
し
て
蘇
軾
と
比
べ
た
。

（

）
晋
の
郭
璞
。
梁
の
江
淹
が
夢
で
郭
璞
か
ら
五
彩
の
筆
を
贈
ら
れ
、

30
後
に
ま
た
返
す
よ
う
求
め
ら
れ
た
故
事
。『
太
平
廣
記
』
に
見
え
る
。

覃
第
十
三

句
に
既
出
。

90

（

）
江
淹
の
「
別
賦
」
、
『
文
選
』
に
所
収
さ
れ
る
名
篇
。

31
（

）「
陵
函
」
は
不
明
。
琅
函
と
い
う
語
が
あ
り
、
道
教
の
書
を
指
す
。

32
ま
た
陵
は
杜
甫
、
陵
函
は
杜
甫
の
手
紙
か
。

（

）
風
神
。
張
九
齢
「
日
御
馳
中
道
、
風
師
巻
太
清
」
（
奉
和
聖
制
登

33
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太
行
山
率
爾
言
志
）
な
ど
。
こ
こ
は
風
で
揺
れ
る
柳
を
拝
む
と
喩
え

る
。

（

）
「
灊
」
は
山
の
名
。
狐
と
の
関
わ
り
は
不
明
、
後
考
を
待
つ
。

34吟
ハ

弄
ス二

青-
灯

ノ

味
ヲ一

吟
は
青
灯
の
味
を
弄
ず

召

61
勤

繙
二

黄-

巻
ノ

籤
ヲ一

勤
め
て
黄
巻
の
籤
を
繙
く

澗

テ
ハ

ト
ク

（
３
５
）

62
廃-

籬

翻
スレ

玉
ヲ

露

廃
籬

玉
を
翻
す
露

岳

63
端-

木

択
フレ

材
ヲ

塩

端
木

材
を
択
ぶ
塩

洪

ー

（
３
６
）

64
炉-

話
ハ

煖-

寒
ノ

会

炉
話

煖
寒
の
会

賡

65
線

ハ

思
フ二

至-

日
ノ

添
一

線
は
至
日
の
添
を
思
ふ

竹

ー

ヲ

（
３
７
）

66
昌-

棠

彭

莫
シレ

恨

昌
棠

彭
は
恨
む
る
こ
と
莫
し

雲

ー

ル
ヿ

（
３
８
）

67
建-

茗

汲

何
―

嫌
ン

建
茗

汲
は
何
ぞ
嫌
は
ん

良

ー

（
３
９
）

68
濯-

濯

飛-

泉-

石

濯
濯

飛
泉
石

渓

69
峨-

峨

化-

境
ノ

巌

峨
峨

化
境
の
巌

節

70（

）
書
物
。
前
句
の
「
青
灯
」
と
よ
く
取
り
合
わ
さ
れ
る
。
陸
游
「
青

35
顔
白
髪
入
衰
境
、
黄
巻
青
灯
空
苦
心
」
（
客
愁
）。

（

）
塩
梅
。
必
須
の
調
味
料
で
、
国
家
を
支
え
る
人
材
の
喩
え
。
唐
の

36
呂
巌
「
済
世
応
須
不
世
才
、
調
羹
重
見
用
塩
梅
」（
書
与
胡
詠
之
）。

「
端
木
」
は
端
木
賜
、
字
は
子
貢
、
孔
門
十
哲
の
一
人
。

（

）『
荊
楚
歳
時
記
』
に
「
晋
魏
間
、
宮
中
以
紅
線
量
日
影
、
冬
至
後
、

37
日
影
添
長
一
線
」
と
あ
る
。
杜
甫
「
天
時
人
事
日
相
催
、
冬
至
陽
生

春
又
来
。
刺
繍
五
文
添
弱
線
、
吹
葭
六
琯
動
浮
灰
」
（
小
至
）
。
「
至

日
」
は
冬
至
。

（

）
昌
州
の
海
棠
が
著
名
。
宋
の
汪
元
量
「
我
到
昌
州
看
海
棠
、
恰
逢

38
時
節
近
重
陽
」
（
昌
州
海
棠
有
香
、
其
一
）
。
「
彭
」
は
彭
沢
、
こ
こ

は
陶
淵
明
が
九
月
九
日
に
満
開
の
菊
に
向
か
っ
て
呑
む
酒
が
な
い
こ

と
を
恨
ん
だ
と
い
う
、
「
無
銭
対
菊
」
の
故
事
を
踏
ま
え
る
。
昌
州

で
は
海
棠
が
満
開
、
菊
で
は
な
い
か
ら
陶
淵
明
よ
恨
む
こ
と
莫
か
れ
。

（

）
建
茶
。
建
茶
ほ
ど
漢
詩
の
用
例
が
多
く
な
い
。
前
句
と
対
偶
を
作

39
る
な
ら
、
「
汲
」
は
地
名
の
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
茶
を
煮
る
た

め
に
泉
水
な
ど
を
汲
む
こ
と
か
。

樵-

嵐

揚
ク二

浩-

唱
ヲ一

樵
嵐

浩
唱
を
揚
ぐ

御

（
４
０
）

71
天-

道

益
ス二

貞-

謙
ヲ一

天
道

貞
謙
を
益
す

澗

（
４
１
）

72
栽

テレ

徳
ヲ

避
ク二

駝
カ

術
ヲ

徳
を
栽
え
て
駝
が
術
を
避
く

洪

（
４
２
）

73
斬

テレ

頑

乏
シ二

鏌
ノ

銛
一

頑
を
斬
り
て
鏌
の
銛
き
に
乏
し

雲

ー

ヲ

ト
キ
ニ

（
４
３
）

と

74
杖

兮

龍

八-

尺

杖
な
り

龍
は
八
尺

良

ナ
リ

75
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粟-

散

貝

東-

漸

粟
散

貝
は
東
漸

賡

ー

（
４
４
）

76
横

発
ス

喋
スレ

伝
ヲ

本

横
に
発
す

伝
を
喋
す
本

御

ー

ニ

ー

（
４
５
）

77
潜

書
メ

著
レ

偈
ヲ

暹

潜
か
に
書
し
て
偈
を
著
す
暹

岳

カ
ニ

ノ
ス

ー

（
４
６
）

78
俊-

機

遅
二

掣-
電

ヲ一

俊
機

掣
電
を
遅
し
と
す

節

シ
ト
ス

79
疎-

箔

漏
ス二

円-

蟾
ヲ一

疎
箔

円
蟾
を
漏
ら
す

澗

80（

）
地
名
か
、
不
詳
。「
浩
唱
」
は
高
ら
か
に
歌
う
こ
と
。
陸
亀
蒙
「
尽

40
携
天
壌
徒
、
浩
唱
羲
皇
言
」
（
奉
和
襲
美
太
湖
詩
二
十
首
）。

（

）
底
本
は
「
夜
」
と
あ
り
、
「
夜
」
は
「
天
」
と
同
じ
で
あ
る
（
漢

41
語
大
辞
典
）。

（

）
郭
橐
駝
、
植
樹
を
善
く
す
る
。
柳
宗
元
「
種
樹
郭
橐
駝
伝
」
（
古

42
文
真
宝
）
を
典
拠
と
す
る
。
こ
こ
は
徳
を
種
え
る
に
は
郭
橐
駝
の
方

法
が
参
考
に
な
ら
な
い
意
。
歌
第
五

に
既
出
。

68

（

）
名
剣
鏌
鋣
。
釈
法
泰
「
横
按
鏌
鋣
全
正
令
、
太
平
寰
宇
斬
痴
頑
」

43
（
頌
古
四
十
四
首
、
其
二
十
七
）
（
禅
林
句
集
）。

（

）
数
の
多
い
比
喩
。
ま
た
国
の
名
（
仏
学
大
辞
典
）
。
「
貝
」
は
写
経

44
に
用
い
ら
れ
る
梖
葉
、
転
じ
て
仏
典
を
い
う
。

（

）
「
本
」
は
曹
山
本
寂
禅
師
か
。
「
喋
」
は
字
義
不
詳
。
「
閲
」
の
誤

45

写
か
。

（

）「
暹
」
は
杜
伯
昇
か
。
杜
伯
昇
は
字
が
暹
、
蔵
書
家
。
蘇
軾
に
「
成

46
都
進
士
杜
暹
伯
昇
出
家
名
法
通
往
来
呉
中
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。

雅-

興

逢
テレ

花
ニ

遣
ル

雅
興

花
に
逢
ひ
て
遣
る

渓

81
釣-

歌

隔
レ

葦
ヲ

繊
シ

釣
歌

葦
を
隔
て
て
繊
し

雲

テ
ヽ

82
遊-

魚

喁
二

浪
ノ

穏

遊
魚

浪
の
穏
や
か
な
る
に
喁
ず

御

ー

ス

ナ
ル
ニ

（
４
７
）

83
祭-

蝋

覚
フ二

年
ノ

殲

祭
蝋

年
の
殲
く
る
を
覚
ゆ

雲

フ
ク
ル
ヲ

（
４
８
）

ふ

84
魯-

薄

純-

綿
ノ

蜜

魯
薄

純
綿
の
蜜

洪

（
４
９
）

85
廬-

滝

虚-

織
ノ

縑

廬
滝

虚
織
の
縑

節

（
５
０
）

86
臨

テレ

谿
ニ

橋

戦-

戦

谿
に
臨
み
て
橋
は
戦
戦

岳

87
徹

メレ

暁
ニ

夜

厭-

厭

暁
に
徹
し
て
夜
は
厭
厭

良

（
５
１
）

88
専-

対

砌-

辺
ノ

蟀

専
対

砌
辺
の
蟀

竹

（
５
２
）

89
莅

テ―

盟
フ

旧-

識
ノ

鶼

莅
み
て
盟
ふ
旧
識
の
鶼

良

ー

ち
か

90（

）
魚
が
口
を
上
に
向
け
る
こ
と
。『
韓
詩
外
伝
』
に
「
水
濁
則
魚
喁
、

47
令
苛
則
民
乱
」
（
巻
一
）
と
あ
り
、
ま
た
蘇
軾
「
寒
魚
亦
不
睡
、
竟

夕
相
噞
喁
」
（
中
秋
月
寄
子
由
）
と
詠
む
。

（

）
臘
月
の
祭
祀
。
「
殲
」
は
尽
き
る
こ
と
。
韓
愈
「
芒
碭
大
包
内
、

48
生
類
恐
尽
殲
」
（
苦
寒
詩
）。
歳
末
を
「
殲
」
と
詠
む
の
は
珍
し
い
。

押
韻
す
る
た
め
の
用
字
。
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（

）
純
な
綿
。
王
褒
「
夫
荷
旃
被
毳
者
、
難
与
道
純
綿
之
麗
密
」
（
文

49
選
「
聖
主
得
賢
臣
頌
」
）
。「
魯
薄
」
は
魯
酒
薄
の
故
事
。
劉
克
荘
「
純

綿
未
覚
十
年
暖
、
薄
酒
難
禁
二
月
寒
」
（
江
山
道
中
）。

（

）
蘇
軾
「
荒
園
有
絡
緯
、
虚
織
竟
何
成
」（
倦
夜
）。
前
句
に
あ
る
「
純

50
綿
」
か
ら
の
連
想
、
こ
こ
は
滝
の
喩
え
。

（

）
静
か
で
長
閑
な
様
子
。『
詩
経
・
小
戎
』「
厭
厭
良
人
、
秩
秩
徳
音
」
。

51
（

）
使
者
と
し
て
対
応
す
る
こ
と
。
『
論
語
・
子
路
』
「
誦
詩
三
百
、
授

52
之
以
政
、
不
達
。
使
於
四
方
、
不
能
専
対
」
。
こ
こ
は
独
り
で
蟋
蟀

の
鳴
き
声
に
向
か
う
こ
と
か
。

（

）
盟
約
を
締
結
す
る
。
『
春
秋
左
氏
伝
・
僖
公
三
年
』
「
公
子
季
友
如

53
斉
莅
盟
」
。
前
句
に
あ
る
「
専
対
」
か
ら
の
連
想
。
「
鶼
」
は
比
翼
の

鳥
（
爾
雅
）。
韓
愈
「
況
逢
旧
親
識
、
無
不
比
鶼
詬
」
（
送
文
暢
師
北

遊
）
な
ど
。

唐
ハ

交
テ二

公-

遠
ニ一

信

唐
は
公
遠
に
交
は
り
て
信
あ
り

御

ー
ア
リ

（
５
４
）

91
竺

ハ

化
シ二

仲-

尼
ヲ一

兼
ヌ

竺
は
仲
尼
を
化
し
て
兼
ぬ

洪

92
深-

院

色
―

彰

杏

深
院

色
彰
は
る
る
杏

渓

ハ
ル
ヽ

93
苦-

霖

実
―

摽

枏

苦
霖

実
摽
つ
る
枏

澗

ヲ
ツ
ル

（
５
５
）

94
雲

ハ

予
カ

同-

出-

自

雲
は
予
が
同
出
自

賡

95
物

ノ

体

忽-

然

瞻
ル

物
の
体

忽
然
と
し
て
瞻
る

竹

ト
メ

96

晨-

鉢

能
―

馴

鳥

晨
鉢

能
く
馴
る
る
鳥

岳

ル
ヽ

（
５
６
）

97
日-

輪

疾
―

走
ル

蚦

日
輪

疾
く
走
る
蚦

節

98
叡-

齢

加
レ

十
ニ

ノ

叡
齢

十
に
加
ふ
る
ノ

良

（
５
７
）

99
謹

テ

俾
メ二

レ

宝-

香
ヲ

馦
一

謹
み
て
宝
香
を
し
て
馦
し
か
ら
し
む

雲

シ
テ

シ
カ
ラ

（
５
８
）

100（

）
羅
公
遠
、
唐
玄
宗
の
時
の
道
士
。
た
だ
し
こ
こ
で
「
交
」
と
「
信
」

54
と
の
取
り
合
わ
せ
は
不
詳
。

（

）
『
詩
経
・
召
南
』
「
摽
有
梅
、
其
実
七
兮
」
。
「
摽
」
は
梅
が
熟
し
て

55
木
か
ら
落
ち
る
意
。

（

）
僧
の
朝
食
を
盛
る
器
。
陸
游
「
僧
分
晨
鉢
笋
、
客
共
午
甌
茶
」（
春

56
晩
雑
興
六
首
、
其
一
）。

（

）
「
十
」
に
「
ノ
」
を
加
え
る
と
「
千
」
に
な
る
。
長
寿
を
い
う
。

57
（

）
香
の
美
称
。
「
拈
香
曰
、
大
日
本
国
山
城
州
平
安
城
、
龍
宝
山
大

58
徳
禅
寺
新
住
持
、
伝
法
沙
門
宗
頓
、
謹
爇
宝
香
、
端
為
祝
延
今
上
皇

帝
聖
躬
万
歳
万
歳
万
万
歳
」
（
虎
穴
録
）。

咸
巌
十
五

慶
長
十
九
年
八
月
二
十
九
日

秋-

榜

先

従
スレ

桂

秋
榜

先
に
桂
よ
り
す

外

ー

1
氷-
輪

屡
く

繞
ルレ

杉

氷
輪

屡
し
ば
杉
を
繞
る

重

ー

ヲ

（
１
）

2
声

成
レ

文
ヲ

促-
織

声

文
を
成
す
は
促
織

御

ス
ハ

ー

3
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面
テ

似
レ

語

来-

緘

面

語
る
に
似
る
は
来
緘

賡

ル
ハ

ル
ニ

お
も
て

（
２
）

4
雁

ニ

有
二

等
―

閑
ノ

策
一

雁
に
等
閑
の
策
有
り

峰

5
鴂

ハ

其
レ

遊-
説

ノ

諵

鴂
は
其
れ

遊
説
の
諵

召

（
３
）

6
泰-

封

松

錯
クレ

枉

泰
封

松
は
枉
れ
る
を
錯
く

倫

レ
ル
ヲ

ま
が

お

7
交-

趾

薏

生
スレ

讒

交
趾

薏
は
讒
を
生
ず

寿
洪

ー

ヲ

（
４
）

8
若

シ

載
ハレ

車
ニ

詩-

景

若
し
車
に
載
す
は
詩
景

竹

9
非
レ

携
レ

杖
ヲ

法-

巌

杖
を
携
ふ
る
に
非
ざ
る
は
法
巌

節

ル
ハ

ル
ニ

10（

）
明
月
の
喩
え
。
蘇
軾
「
夜
半
老
僧
呼
客
起
、
雲
峰
闕
処
湧
氷
輪
」

1
（
宿
九
仙
山
）。

（

）
「
緘
」
は
手
紙
を
い
い
、
緘
書
、
緘
札
な
ど
の
語
も
あ
る
。
白
居

2
易
「
開
緘
見
手
札
、
一
紙
十
三
行
」
（
初
与
元
九
別
後
忽
夢
見
之
及

窹
而
書
適
至
兼
寄
桐
花
詩
悵
然
因
以
此
寄
）。

（

）
鳥
の
名
、
そ
の
啼
き
声
が
よ
く
詩
に
詠
ま
れ
る
。
蘇
軾
「
朝
先
啼

3
鴂
起
、
暮
与
寒
螿
続
」
（
次
韻
劉
景
文
登
介
亭
）
。
「
諵
」
は
低
い
声

で
ぶ
つ
ぶ
つ
い
う
。
韓
愈
「
日
来
省
我
不
肯
去
、
論
詩
説
賦
相
諵
諵
」

（
酬
司
門
盧
四
兄
云
夫
院
長
望
秋
作
）
。
「
遊
説
」
は
前
句
の
「
策
」

か
ら
の
連
想
。

（

）
馬
援
が
薏
苡
に
よ
っ
て
死
後
に
讒
言
を
承
け
た
故
事
。
『
後
漢
書

4
・
馬
援
列
伝
』「
初
、
援
在
交
趾
、
常
餌
薏
苡
実
、
用
能
軽
身
省
欲
、

以
勝
瘴
気
。
南
方
薏
苡
実
大
、
援
欲
以
為
種
、
軍
還
、
載
之
一
車
。

（
中
略
）
及
卒
後
、
有
上
書
讒
之
者
、
以
為
前
所
載
還
、
皆
明
珠
文

犀
」
と
あ
る
。

宝-

陀

宜
シレ

現
レ

趙

宝
陀

趙
を
現
す
る
に
宜
し

澗

ー
ス
ル
ニ

ー

ヲ

（
５
）

11
潙-

嶠

直
ニ

伝
フレ

巌

潙
嶠

直
に
巌
に
伝
ふ

緒

ー

ニ

（
６
）

12
画-

餅

飢

寧
ロレ

救
ン

画
餅

飢
寧
ろ
救
は
ん
や

重

ヤ

13
筆-

鋒

勢

已
ニ

鑱

筆
鋒

勢
ひ
は
既
に
鑱
し

外

ト
シ

と

14
蒲-

揺
テ

欺
ク二

漫-

理
ヲ一

蒲
揺
れ
て
漫
理
を
欺
く

賡

（
７
）

15
竹

密

隔
ツ二

塵-

凡
ヲ一

竹
密
か
に
し
て
塵
凡
を
隔
つ

御

ー
ニ
メ

16
仙-

戸

同
ク―

棲
ム

鶴

仙
戸

同
じ
く
棲
む
鶴

召

17
妾-

閨

独
―

看
ル

毚

妾
閨

独
り
看
る
毚

峰

ウ
サ
キ

う
さ
ぎ

18
里

ハ

千

親

則

咫

里
は
千

親
し
き
と
き
は
則
ち
咫

雲

シ
キ
寸
ハ

ー

19
年

ハ―

百

瞬

兮

纔

年
は
百

瞬
な
り
纔

倫

ナ
リ

ー

20（

）
宝
陀
寺
。
蘇
軾
「
霊
峰
山
上
宝
陀
寺
、
白
髪
東
坡
又
到
来
」
（
題

5
霊
峰
寺
壁
）。
趙
は
趙
州
禅
師
か
、
た
だ
し
接
点
が
不
詳
。
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（

）
潙
山
霊
祐
。
「
巌
」
は
香
巌
智
閑
、
潙
山
の
法
嗣
。

6
（

）
不
規
則
な
模
様
。
『
太
平
御
覧
』
兵
部
七
四
・
剣
中
に
「
陽
曰
干

7
将
、
而
作
亀
文
。
陰
曰
莫
邪
、
而
作
漫
理
」
と
あ
る
。
こ
こ
は
揺
れ

る
蒲
の
な
す
模
様
。

朝
ニ―

去
テ

栄
レ

栄

槿

朝
に
去
り
て
栄
を
栄
と
す
る
は
槿

節

ト
ス
ル
ハ

ー

ヲ

ー

21
雪

ノ―

時

老
レ

老
ヲ

楓

雪
の
時

老
を
老
と
す
る
は
楓

竹

ー
ト
ス
ル
ハ

ー

22
漢-

宮

修

以
スレ

玉
ヲ

漢
宮

修
ず
る
に
玉
を
以
て
す

緒

ー
ス
ル
ニ

23
湓-

浦

近
ク

沽
スレ

衫

湓
浦

近
く
は
衫
を
沽
す

澗

ー

ヲ

（
８
）

24
乗

スレ

興

妓-

船
ノ

伝

興
に
乗
ず

妓
船
の
伝

外

ー

ニ

ー

25
堪
レ

爆

官-

醞
ノ

咸

爆
む
に
堪
へ
た
り

官
醞
の
咸

重

タ
リ

ム
ニ

ー

く

（

９

）

26
手-

談

琵

友
―

善
シ

手
談

琵
は
友
と
し
て
善
し

御

ト
シ

（
１
０
）

27
形

ノ

役

銍

夷
―

芟

形
の
役

銍
は
夷
ら
げ
芟
る

雲

ー

ー

タ
イ
ラ
ケ
カ
ル

（
１
１
）

28
文

ハ

続
ク二

無-

窮
ノ

焔
ヲ一

文
は
無
窮
の
焔
を
続
く

峰

29
扇

ハ

除
ク二

太-

苦
ノ

炎
一

扇
は
太
苦
の
炎
を
除
く

節

ー

ヲ

30（

）
白
居
易
「
元
和
十
年
、
予
左
遷
九
江
郡
司
馬
。
明
年
秋
、
送
客
湓

8

浦
口
、
聞
船
中
夜
弾
琵
琶
者
」
（
琵
琶
行
、
併
序
）。

（

）
官
制
の
酒
。
宋
王
の
禹
偁
が
好
ん
で
用
い
る
が
、
他
の
詩
人
に
は

9
用
例
が
少
な
い
。
黄
庭
堅
に
は
「
醇
道
得
蛤
蜊
復
索
舜
泉
舜
泉
已
酌

尽
官
醞
」
と
い
う
詩
題
が
あ
る
。
「
咸
」
は
飲
酒
を
好
む
阮
咸
か
、

不
詳
。

（

）
碁
を
対
局
す
る
こ
と
。『
世
説
新
語
・
巧
芸
』
「
王
中
郎
以
囲
棊
為

10
坐
隠
、
支
公
以
囲
棊
為
手
談
」
。

（

）
外
形
に
拘
束
さ
れ
て
役
さ
れ
る
こ
と
。
陶
淵
明
「
帰
去
来
兮
、
田

11
園
将
蕪
胡
不
帰
。
既
自
以
心
為
形
役
、
奚
惆
悵
而
独
悲
」
（
帰
去
来

辞
）
。
「
銍
」
は
鎌
。
「
夷
芟
」
は
鎌
で
切
り
取
ら
れ
る
こ
と
。
欧
陽

脩
「
遺
編
最
愛
孫
武
説
、
往
往
曹
杜
遭
夷
芟
」
（
聖
兪
会
飲
）。

翻
スレ

荷
ヲ

香-

起
ノ

翡

荷
を
翻
す

香
起
の
翡

竹

31
賦
レ

芧

食
ラ―

嗔
ル

掏

芧
を
賦
る

食
ら
ひ
嗔
る
掏

雲

ク
ハ
ル

ー

ヲ

サ
ル

（
１
２
）
く
ば

い
か

さ
る

32
総

不
レ

真

巴-

字

総
に
真
な
ら
ざ
る
は
巴
字

節

ー

ニ

ル
ハ
ー
ナ
ラ

（
１
３
）

33
逆

難
ハレ

張
リ

楚-

帆

逆
に
張
り
難
き
は
楚
帆

澗

ー

ニ

（
１
４
）

34
戴

テレ

雲
ヲ

漁-

笠

重
シ

雲
を
戴
き
て
漁
笠
重
し

重

35

ナ
リ

結
テレ

霧
ヲ

俊-

毫

尖

霧
を
結
び
て
俊
毫
尖
る

竹

ー

36
描
二

幻-
質

ヲ一

空-

紙

幻
質
を
描
く
は
空
紙

澗

ク
ハ

（
１
５
）

37
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極
二

妖-

妍
ヲ一

古-

鑑

妖
姸
を
極
む
る
は
古
鑑

御

ム
ル
ハ

38
蠱

スレ

呉
ヲ

施

美-

笑

呉
を
蠱
す

施
が
美
笑

節

ー

カ

ま
ど
わ

39
燕
レ

若

汝

垂-

饞

若
に
燕
し
て
汝
は
垂
饞

召

ー

メ

ー

ニ

ー

こ
こ

（
１
６
）

40（

）
『
荘
子
・
斉
物
論
』
「
狙
公
賦
芧
曰
朝
三
暮
四
、
衆
狙
皆
怒
」
。

12
（

）
巴
峡
、
形
が
巴
の
字
に
似
て
い
る
。
巴
峡
に
猿
の
鳴
き
声
が
漢
詩

13
に
詠
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
前
句
か
ら
連
想
さ
れ
た
。『
新
撰
朗
詠
集
』

「
巴
峡
猿
声
催
客
涙
、
銅
梁
山
翠
入
紅
楼
」
（
李
嘉
祐
）。

（

）
楚
地
の
船
。
杜
甫
「
不
夜
楚
帆
落
、
避
風
湘
渚
間
」
（
銅
官
渚
守

14
風
）。

（

）
我
が
身
。
寒
山
「
蔬
食
養
微
駆
、
布
裘
遮
幻
質
」（
詩
三
百
三
首
、

15
其
一
六
一
）。

（

）
涎
を
垂
ら
す
こ
と
。
蘇
軾
「
呉
児
膾
縷
薄
欲
飛
、
未
去
先
説
饞
涎

16
垂
」
（
将
之
湖
州
戯
贈
莘
老
）。

山
ハ

講
二

遠-

交
ノ

好
一

山
は
遠
交
の
好
を
講
ず

峰

ー

ス

ー

ヲ

（
１
７
）

41
国

ハ

専
二

通-

判
ノ

監
一

国
は
通
判
の
監
を
専
ら
に
す

澗

ニ
ス

ー

ヲ

42
宦

ハ

狐-

蹲

雉-

伏

宦
は
狐
蹲

雉
伏

雲

（
１
８
）

43
医

ハ

馬-

勃

稠-

銜

医
は
馬
勃

稠
銜

御

（
１
９
）

44
諛

念
二

瑠-

璃-

皓
ヲ一

諛
ひ
て
は
瑠
璃
皓
を
念
ず

澗

テ
ハ

ー

ス

（
２
０
）

45

転

収
ム二

唄-

哆
ノ

漸
一

転
じ
て
は
唄
哆
の
漸
を
収
む

竹

メ
ハ

ー

ヲ

（
２
１
）

46
茂

騰
ル

春-

草
ノ

謝

茂
は
騰
る

春
草
の
謝

雲

ー

ハ

ー

47
名

ハ―

馥
シ

砌-

蘭
ノ

汜

名
は
馥
し

砌
蘭
の
汜

節

ー

（
２
２
）

48
瀑
―

凍
テ

白-

龍

蟄

瀑
凍
え
て
白
龍
蟄
す

御

ー

ス

49
泥

融

玄-

鳦

喃

泥
融
し
て
玄
鳦
喃
す

澗

ー

メ

ー

ス

50（

）
遠
く
離
れ
た
人
と
の
交
友
。
『
管
子
・
法
禁
』
「
遠
交
以
踰
群
、
仮

17
爵
以
臨
朝
者
、
聖
王
之
禁
也
」
。
山
住
に
は
ほ
と
ん
ど
訪
問
客
が
い

な
い
こ
と
か
ら
珍
重
さ
れ
る
。

（

）
身
を
隠
す
こ
と
。
張
鷟
『
朝
野
僉
載
』「
猖
獗
小
子
、
狡
猾
庸
人
、

18
浅
学
浮
詞
、
軽
才
薄
徳
、
狐
蹲
貴
介
、
雉
伏
権
門
」
（
巻
四
）。

（

）
菌
類
の
一
種
。
韓
愈
「
牛
溲
、
馬
勃
、
敗
皷
之
皮
、
倶
収
併
蓄
、

19
待
用
無
遺
者
、
医
師
之
良
也
」
（
古
文
真
宝
「
進
学
解
」
）
。「
稠
」
は

貝
の
一
種
、
「
銜
」
の
使
用
例
は
未
見
。

（

）
「
瑠
璃
皓
」
と
い
う
熟
語
の
用
例
は
未
見
。
仏
語
か
、
一
句
の
意

20
味
も
後
考
を
待
つ
。

（

）
梖
多
に
同
じ
。
こ
こ
で
は
仏
典
の
こ
と
。

21
（

）
謝
霊
運
「
今
復
河
曲
遊
、
鳴
葭
泛
蘭
汜
」
（
擬
魏
太
子
鄴
中
集
詩

22
八
首
、
其
七
）。

困
テ―

知

恒
ニ

兀-

兀

困
り
て
知
る
は
恒
に
兀
兀

重

ル
ハ

（
２
３
）

51
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覚-

密

乱

彡-

彡

覚
密
乱
れ
て
彡
彡

竹

カ

ミ

レ
テ

か

み

（
２
４
）

52
霞

ハ

盗
ム二

武-

昌
ノ

柳
ヲ一

霞
は
武
昌
の
柳
を
盗
む

澗

（
２
５
）

53
炉

煨
二

懶-
散

ノ

薟
一

炉
に
は
懶
散
の
薟
を
煨
す

雲

ニ
ハ

ー

ス

イ
モ
ヲ

（
２
６
）

54
鴟

ハ―

冲
ル

軒-

翥
ノ

翼

鴟
は
冲
る

軒
翥
の
翼

御

55
駑

ハ―

羨
ム

月-

題
ノ

颿

駑
は
羨
む

月
題
の
颿

召

ム
マ

（
２
７
）

56
媒
レ

雨
ヲ

称
レ

妻
ト

電

雨
を
媒
ち
と
す

妻
と
称
す
る
電

竹

チ
ト
ス

ー
ス
ル

な
か
だ

57
賓
レ

涼
ヲ

呼
フレ

伯

風

涼
を
賓
く

伯
と
呼
ぶ
風

節

ミ
チ
ヒ
ク

ー

ト

み
ち
び

58
何

ソ

微

曹

鄶
ノ

谷

何
ぞ
微
な
る

曹
は
鄶
の
谷

御

ー
ナ
ル

ー

（
２
８
）

59
得
レ

訣
ヲ

鄂-

潭
ノ

巌

訣
を
得

鄂
潭
の
巌

澗

ー

（
２
９
）

60（

）
不
動
に
し
て
勤
苦
す
る
さ
ま
。
韓
愈
「
焚
膏
油
以
継
晷
、
恒
兀
兀

23
以
窮
年
」
（
古
文
真
宝
「
進
学
解
」
）。
ま
た
無
知
な
さ
ま
な
ど
。

（

）
「
彡
」
は
刷
毛
目
、
ま
た
毛
飾
り
、
草
が
茂
る
様
子
な
ど
。
こ
こ

さ
ん

24
は
髪
が
乱
れ
る
さ
ま
。

（

）
陶
侃
が
政
務
に
勤
し
み
、
移
さ
れ
た
官
柳
を
摘
発
し
た
故
事
。『
晋

25
書
・
陶
侃
列
伝
』
「
侃
性
繊
密
好
問
、
頗
類
趙
広
漢
。
嘗
課
諸
営
種

柳
。
都
尉
夏
施
盗
官
柳
植
之
於
己
門
。
侃
後
見
、
駐
車
問
曰
、
此
是

武
昌
西
門
前
柳
、
何
因
盗
来
此
種
。
施
惶
怖
謝
罪
」
（
巻
三
十
六
）。

蘇
軾
「
春
江
淥
漲
蒲
萄
醅
、
武
昌
官
柳
知
誰
栽
」（
武
昌
西
山
並
序
）
。

（

）
懶
残
和
尚
が
芋
を
煨
す
故
事
。
支
第
四

に
既
出
。

26

56

（

）
馬
の
額
の
飾
り
。
『
荘
子
・
馬
蹄
』「
夫
加
之
以
衡
扼
、
斉
之
以
月

27
題
」
。
蘇
軾
「
花
前
白
酒
傾
雲
液
、
戸
外
青
驄
響
月
題
」
（
次
韻
劉
貢

父
省
上
喜
雨
、
其
一
）。

（

）「
鄶
」
は
『
詩
経
・
国
風
』
の
第
十
三
、
檜
と
も
。
第
十
四
は
曹
。

28
『
春
秋
左
氏
伝
・
襄
公
二
十
九
年
』「
自
鄶
以
下
無
譏
焉
」
と
あ
り
、

杜
預
注
「
言
季
子
聞
此
二
国
歌
、
不
復
譏
論
之
、
以
其
微
也
」
。「
谷
」

は
山
谷
こ
と
黄
庭
堅
。
黄
庭
堅
は
「
我
詩
如
曹
鄶
、
浅
陋
不
成
邦
」

（
子
瞻
詩
句
妙
一
世
乃
云
效
庭
堅
体
蓋
退
之
戯
效
孟
郊
樊
宗
師
之
比

以
文
滑
稽
耳
恐
後
生
不
解
故
次
韻
道
之
）
と
詠
む
。

（

）「
鄂
潭
」
は
鄂
州
と
潭
州
か
、
不
詳
。「
訣
」
は
道
教
修
練
の
秘
訣
。

29
道
教
の
経
典
に
「
黄
庭
経
」
ま
た
「
黄
庭
訣
」
と
呼
ば
れ
る
書
物
が

あ
り
、
漢
詩
で
の
用
例
が
多
い
。
前
句
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
黄
庭
堅

、
、

か
ら
の
連
想
か
。
ま
た
「
国
巌
」
は
呂
巌
、
字
洞
賓
。
唐
末
の
人
、

修
練
し
て
仙
人
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
詩
に
「
肘
伝
丹
篆
千
年
術
、

口
誦
黄
庭
両
巻
経
」
（
絶
句
、
其
十
三
）
と
あ
る
。

智
ハ

不
ルレ

氷
レ

相

剣

智
は
相
を
氷
り
に
せ
ざ
る
剣

峰

リ
ニ
セ

チ
ヲ

か
た
ち

（
３
０
）

61
招

令
レ

坐
レ

我
ヲ

竿

招
は
我
を
坐
せ
し
む
る
竿

御

ー

ハ

ム
ル

ー

セ

ー

（
３
１
）

は
ん

62
顔
―

酡
メ

花

酔
フレ

露
ニ

顔
酡
く
し
て
花
は
露
に
酔
ふ

節

あ
か

63
生

淡
メ

筧

通
レ

瀺

生

淡
く
し
て
筧
は
瀺
り
を
通
す

雲

ー

ー

ス
シ
タ
ヽ
リ
ヲ
（
３
２
）
あ
わ

し
た
た

64
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鳥
モ―

亦

有-

巣-

氏

鳥
も
亦

有
巣
氏

御

（
３
３
）

65
鯉

ハ

其
レ

於
テレ

洛
ニ

醃
ス

鯉
は
其
れ

洛
に
於
い
て
醃
す

竹

（
３
４
）

66
積-

陰

閑
二

灌-

甕
ヲ一

積
陰

灌
甕
を

閑

に
す

召

イ
タ
ツ
ラ
ニ

（
３
５
）

い
た
づ
ら

67
曠-

野

設
ク二

翳-
釧

ヲ一

曠
野

翳
釧
を
設
く

雲

（
３
６
）

68
誰
―

某

誤
ルレ

跫

篠

誰

某

ぞ

跫
を
誤
る
篠

節

シ
ソ

ー

ヲ

そ
れ
が
し

69
師-

承

酬
フレ

乳

欃

師
承

乳
に
酬
ふ
欃

澗

ー

ニ

ー

（
３
７
）

70（

）
「
智
剣
」
は
智
恵
の
剣
。
『
臨
済
録
』
「
若
人
修
道
道
不
行
、
万
般

30
邪
境
競
頭
生
。
智
剣
出
来
無
一
物
、
明
頭
未
顕
暗
頭
明
」
（
示
衆
）。

「
不
氷
相
」
の
意
味
は
不
詳
。

（

）「
招
」
は
招
提
、
す
な
わ
ち
寺
院
の
こ
と
か
。「
竿
」
は
酒
杯
の
意
。

は
ん

31
「
令
我
坐
」
の
意
味
は
不
詳
。

（

）
生
ま
れ
な
が
ら
の
性
質
。
『
朱
子
語
類
』
の
巻
九
十
五
「
程
子
之

32
書
一
」
に
、
孟
子
の
「
生
之
謂
性
」
の
説
明
と
し
て
水
を
筧
に
か
け

、

て
濾
過
す
る
話
が
あ
る
。

（

）
住
居
を
発
明
し
た
伝
説
上
の
聖
人
。
こ
こ
は
「
鳥
も
亦
」
と
あ
る

33
の
は
鳥
が
巣
く
う
こ
と
。

（

）
洛
水
の
鯉
の
膾
が
美
味
と
さ
れ
る
。
『
洛
陽
伽
藍
記
』
に
「
洛
水

34
上
南
北
両
岸
門
巷
修
整
、
（
中
略
）
伊
洛
之
魚
、
多
于
此
賣
。
士
民

須
膾
、
皆
詣
取
之
。
魚
味
甚
美
。
京
師
語
曰
、
洛
鯉
伊
魴
、
貴
於
牛

羊
」
と
記
す
。

（

）
曇
り
が
続
く
こ
と
。
劉
禹
錫
「
積
陰
春
暗
度
、
将
霽
霧
先
昏
」（
武

35
陵
書
懐
五
十
韻
）。
蘇
軾
「
清
風
巻
地
収
残
暑
、
素
月
流
天
掃
積
陰
」

（
答
仲
屯
田
次
韻
）
。
「
灌
甕
」
は
灌
漑
用
の
甕
。
李
白
「
抱
甕
灌
秋

蔬
、
心
閑
遊
天
雲
」
（
贈
張
公
洲
革
処
士
）。

（

）
「
釧
」
は
蔽
い
、
「
弋
射
所
蔽
者
也
」
（
説
文
解
字
）。
狩
り
場
の
情

36
景
か
。

（

）
「
乳
」
は
法
乳
、
「
欃
」
は
彗
星
。

37宗
レ

堯
ヲ

知-

識
ノ

舜

堯
を
宗
と
す

知
識
の
舜

御

ー
ト
ス

ー

71
夢

ムレ

郭
ヲ

侍-

郎
ノ

淹

郭
を
夢
み
る

侍
郎
の
淹

雲

ー

（
３
８
）

72
薔

ハ

簇

寄
レ

吾
ニ

錦

薔
は
簇
が
る

吾
に
寄
す
る
錦

竹

カ
ル

ス
ル

73
葉

ハ―

横
フ

送
ルレ

客
ヲ

葉
は
横
た
ふ

客
を
送
る

節

74

舟戝

舟戝

蛙-

音

喉

是
レ

鄭

蛙
音

喉
是
れ
鄭

重

ー

（
３
９
）

75
狗-

吠

賊

終
ニ

坊

狗
吠

賊
終
に
坊

御

ー

76
負

テレ

暖
ヲ

裘

虚
ク―

擲
ツ

暖
を
負
ひ
て
裘
は
虚
し
く
擲
つ

雲

（
４
０
）

77
囲

テレ

城
ヲ

枚

幾
―

嗛

城
を
囲
み
て
枚
は
幾
た
び
に
か
嗛
む

重

ー

ニ
カ
フ
ク
ム

（
４
１
）

ふ
く

78
射

テレ

潮
ヲ

蘆-
箭

急

潮
を
射
て
蘆
箭
急
な
り

澗

ー
ナ
リ

（
４
２
）

79
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徹
メレ

暁
ニ

楮-

衾

陀

暁
に
徹
し
て
楮
衾
陀
し

峰

ス
サ
マ
シ

す
さ
ま

80（

）
江
淹
が
郭
僕
を
夢
み
た
故
事
。
塩
第
十
四

に
既
出
。

38

54

（

）
蛙
の
鳴
き
声
、
俗
物
の
喧
噪
。
蘇
軾
「
鳴
蛙
與
鼓
吹
、
等
是
俗
物

39
喧
」
（
用
旧
韻
送
魯
元
翰
知
洛
州
）
。
「
蛙
音
」
は
、
蛙
の
鳴
き
声
を

音
楽
と
す
る
故
事
。『
南
史
・
孔
圭
列
伝
』「
圭
風
韻
清
疎
、
好
文
詠
、

飲
酒
七
八
斗
。
（
中
略
）
門
庭
之
内
、
草
莱
不
剪
、
中
有
蛙
鳴
。
或

問
之
曰
、
欲
為
陳
蕃
乎
。
圭
笑
答
曰
、
我
以
此
当
両
部
鼓
吹
、
何
必

效
蕃
。
王
晏
嘗
鳴
鼓
吹
候
之
、
聞
群
蛙
鳴
、
曰
此
殊
聒
人
耳
。
圭
曰
、

我
聴
鼓
吹
、
殆
不
及
此
。
晏
甚
有
慚
色
」
。
「
鄭
」
は
鄭
国
、
そ
の
音

楽
や
歌
謡
は
、
卑
俗
な
も
の
と
し
て
儒
家
に
排
斥
さ
れ
た
。
『
論
語

・
衛
霊
公
』「
放
鄭
声
、
遠
佞
人
。
鄭
声
淫
、
佞
人
殆
」
。

（

）
負
日
。
『
列
子
・
楊
朱
篇
』
「
宋
国
有
田
夫
、
常
以
縕
中
麈
、
僅
以

40
過
冬
。
曁
春
東
作
、
自
曝
於
日
。
不
知
天
下
之
有
広
厦
、
隩
室
、
綿

纊
、
狐
狢
。
顧
其
妻
曰
、
負
日
之
暄
、
人
莫
知
者
」
。
「
裘
虚
擲
」
と

は
裘
を
無
意
味
な
も
の
と
し
て
棄
て
る
。
宋
人
が
「
狐
狢
」
を
知
ら

な
い
こ
と
を
い
う
と
同
時
に
、
前
句
に
使
用
さ
れ
る
鶏
鳴
狗
盗
の
故

事
に
登
場
す
る
裘
と
関
連
す
る
。

（

）
李
愬
が
雪
の
夜
に
蔡
州
を
奇
襲
し
た
故
事
。
敵
に
気
づ
か
れ
な
い

41
よ
う
に
、
兵
士
に
は
口
に
枚
を
銜
え
さ
せ
た
。
本
書
に
用
例
が
多
い
。

（

）
蘆
の
芽
が
鋭
く
尖
る
様
子
の
喩
え
。
黄
庭
堅
「
飛
雪
洒
蘆
如
銀
箭
、

42
前
雁
驚
飛
後
回
眄
」
（
題
晁
以
道
雪
雁
図
）。

霜
―

厚
メ

砕
ク二

鴛-

瓦
ヲ一

霜
厚
く
し
て
鴛
瓦
を
砕
く

節

（
４
３
）

81
月
―

清
メ

琢
ク二

蚌-
･

ヲ一

月
清
く
し
て
蚌･

を
琢
く

竹

（
４
４
）

82

膠-

盟

還
リ―

去
テ

復
ル

膠
盟

還
り
去
り
て
復
る

澗

83
碑-

誌

読
―

来
テ

始

碑
誌

読
み
来
り
て
始
る

雲

カ
ク
ル

か
く

84
醜-

石

苔

埋-

没

醜
石

苔
は
埋
没

峰

85
霊-

壇

蘩

至-

諴

霊
壇

蘩
は
至
諴

御

（
４
５
）

86
晩-

成

才
二

大-

器
ヲ一

晩
成

大
器
を
才
と
す

竹

ー
ト
ス

87
蔵-

主

喋
ス二

全-

函
ヲ一

蔵
主

全
函
を
喋
す

澗

（
４
６
）

88
般-

若

附
ス二

鶯-

舌
ニ一

般
若

鶯
舌
に
附
す

節

89
胡-

揮

打
ス二

塵-

鬖
ヲ一

胡
揮

塵
鬖
を
打
す

召

（
４
７
）

90（

）
鴛
鴦
を
模
っ
た
瓦
。
白
居
易
「
鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重
、
旧
枕
故
衾
誰

、

、

、

43
与
共
」
（
長
恨
歌
）
な
ど
。

（

）
「
蚌･

」
と
い
う
熟
語
の
使
用
例
は
未
見
。
「･

」
は
玉
に
似
て
、
そ

44
れ
に
次
ぐ
石
を
い
い
、
こ
こ
で
は
押
韻
す
る
た
め
の
用
字
。
蚌
に
育

ま
れ
た
美
玉
を
琢
く
と
い
う
、
月
を
真
珠
と
喩
え
る
か
。

（

）
ま
こ
と
で
あ
る
。
『
尚
書
・
虞
書
』
「
至
諴
感
神
、
矧
茲
有
苗
」
。

45
（

）
「
喋
」
は
字
義
が
不
詳
。
句
意
を
推
測
す
る
に
「
閲
」
（
け
み
す
）

46
の
誤
写
と
考
え
ら
れ
る
。
塩
第
十
四

句
に
既
出
。

77

（

）
み
だ
り
に
振
る
い
払
う
こ
と
。
『
欠
伸
稿
』
「
手
中
払
子
弄
胡
揮
、

47
劈
破
白
雲
為
黒
衣
」
（
自
賛
竹
中
采
女
正
請
）
。
「
鬖
」
は
髪
が
垂
れ
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る
様
。

鐘

瘖

僧

楽
レ

宰

鐘
瘖
し
て
僧
は
宰
を
楽
し
む

重

ー

メ

シ
ム

ー

ヲ

（
４
８
）

91
冠
―

整
テ

武

召
スレ

黯

冠
整
え
て
武
は
黯
を
召
す

節

ー

ヲ

（
４
９
）

92
可
レ

口
ニ

書-

中
ノ

粟

口
に
可
な
り

書
中
の
粟

澗

ー
ナ
リ

93
励

スレ

慈
ヲ

痛-

処
ノ

鍼

慈
を
励
ま
す

痛
処
の
鍼

雲

94
有-

空
ハ

難
キレ

療

病

有
空
は
療
し
難
き
病

御

ー

シ

（
５
０
）

95
濃-

淡
ハ

俲
フレ

顰
ニ

國

濃
淡
は
顰
に
俲
ふ
國

竹

ー

（
５
１
）

96
足
レ

恃

奇-

逢
ノ

約

恃
む
に
足
れ
り

奇
逢
の
約

峰

レ
リ

ム
ニ

た
の

（
５
２
）

97
無

ハレ

倫

奢-

利
ノ

粲

倫
無
き
は
奢
利
の
粲

御

ー

（
５
３
）

98
綴

ルレ

班
ヲ

禁
レ

涴
ヲ

鷺

班
を
綴
る
は
涴
を
禁
ず
る
鷺

澗

ー
ス
ル

（
５
４
）

99
挟

ムレ

乙

振
レ

威
鹿
虎

乙
を
挟
む
は
威
を
振
る
ふ
鹿
虎

召

ー

ヲ

ー

ヲ

（
５
５
）

100（

）
「
宰
」
は
こ
こ
で
は
家
畜
な
ど
を
殺
す
こ
と
。
殺
生
。
「
瘖
」
は
声

48
が
出
な
く
な
る
こ
と
。
鐘
が
瘖
す
と
は
、
寺
院
で
鐘
を
撞
き
勤
行
す

る
者
が
居
な
く
な
る
意
味
。

（

）
「
黯
」
は
武
帝
の
臣
の
汲
黯
。
初
め
の
官
位
を
恥
じ
て
断
っ
た
汲

49
黯
に
対
し
て
、
武
帝
は
よ
り
高
い
職
を
以
て
任
じ
た
。
『
史
記
・
汲

鄭
列
伝
』
「
召
以
為
主
爵
都
尉
、
列
於
九
卿
」
。

（

）
仏
語
。
有
と
空
は
対
義
語
。
森
羅
万
象
の
歴
然
と
し
て
存
在
す
る

50
を
有
と
い
い
、
そ
の
実
体
の
空
虚
な
る
を
空
と
い
う
。

（

）
「
國
」
は
顔
が
長
い
さ
ま
、
こ
こ
は
東
施
の
こ
と
。
顰
み
に
效
う

51
と
い
う
故
事
。
「
濃
淡
」
は
蘇
軾
「
若
把
西
湖
比
西
子
、
淡
粧
濃
抹

総
相
宜
」
（
飲
湖
上
初
晴
後
雨
二
首
、
其
二
）
が
よ
く
知
ら
れ
る
。

（

）
「
奇
逢
」
は
不
意
な
出
会
い
、
た
だ
し
熟
語
と
し
て
中
国
漢
詩
で

52
の
用
例
は
未
見
。
五
山
僧
の
詩
作
で
は
『
欠
伸
稿
』
「
今
日
奇
逢
任

自
然
、
知
音
更
有
旧
因
縁
」
（
竦
庵
主
、
別
後
及
九
年
。
不
意
再
会

西
山
下
。
賦
野
偈
一
章
、
以
求
一
笑
云
）
な
ど
が
見
え
る
。

（

）
「
奢
利
」
は
舎
利
弗
、
釈
迦
の
弟
子
の
中
で
も
随
一
の
智
恵
を
持

53
つ
。
「
無
倫
」
は
匹
敵
す
る
者
が
な
い
ほ
ど
優
れ
る
こ
と
。
欧
陽
脩

「
瓊
花
芍
薬
世
無
倫
、
偶
不
題
詩
便
怨
人
」（
答
許
発
運
見
寄
）
。「
粲
」

か
ん

は
糶
に
同
じ
。
智
恵
が
多
い
こ
と
。

（

）
「
班
」
は
官
階
の
序
列
。
そ
の
象
徴
と
し
て
官
服
に
鷺
が
綴
ら
れ

54
る
。「
涴
」
は
汚
す
こ
と
。「
涴
を
禁
ず
る
」
は
鷺
の
潔
さ
を
い
う
か
。

え
ん

「
鷺
班
」
は
、
東
第
一

句
に
既
出
。

23

（

）
虎
が
威
勢
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
蘇
軾
「
得
如
虎
挟
乙
、

55
失
若
亀
蔵
六
」
（
寄
傲
軒
）。

鳳
城
聯
句
集

巻
之
下

終
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［
付
記
］

『
鳳
城
聯
句
集
』
に
対
す
る
訓
読
と
簡
略
な
注
釈
は
本
稿
を
以
て
終
了
と
な
る
。

数
年
に
わ
た
る
断
続
的
な
作
業
で
あ
っ
た
が
、
全
体
を
振
り
返
っ
た
時
、
故
事
典

拠
の
利
用
や
表
現
と
連
想
方
法
に
つ
い
て
、
本
書
を
特
徴
付
け
る
傾
向
が
う
か
が

え
る
。
一
方
、
な
お
不
明
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
用
語
や
表
現
が
多
く
、
筆
者
の
浅

陋
に
よ
る
見
当
外
れ
の
解
読
も
少
な
く
な
い
。
追
っ
て
新
稿
を
起
こ
し
、
併
せ
て

ま
と
め
た
い
と
思
う
。

本
稿
は
科
学
研
究
費
「
後
陽
成
院
聯
句
会
及
び
五
山
文
学
と
貴
族
漢
文
学
の
交

流

―
『
鳳
城
聯
句
集
』
を
中
心
に

―
」（
課
題
番
号

15K
16688

）
に
よ
る
成

果
の
一
部
で
あ
る
。

（
よ
う

こ
ん
ほ
う
・
武
蔵
野
大
学
准
教
授
）


